
事業の計画・内容

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円）

合計（A+B)
③財源内訳 特定財源
（千円）

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

保存、保護経費として、従前から委託、補助、貸借（保護管理）してきた文化財について今後も継続。
又、一部、委託金額の算出根拠について、その妥当性について見直す必要がある。

実績値 目標値

5

国県支出金
地方債
受益者負担
その他特財

4,321

518

128
81

550
委託料
報償費
補助金
その他

1,277 1,277

4,157 4,157

4,157

550 550

担当部課名 文化財保存経費教育委員会　伊賀分室

2,880 2,880

０，４ ０，４ ０，４

根拠法令・要綱等平成

ソフト事業

市指定文化財、天然記念物

事業名

基本施策

1038

伊賀市　事務事業評価シート

指定文化財の保存及び保護を図る

成果（どうなるのか）

文化財保存経費

指定史跡（霊山山頂遺跡）整備管理・天然記念物（ノハナショウブ）地貸借料及び保存管理・民族芸能継承（かっこ踊り、神事踊り、太鼓）補助

伊賀市教育委員会関係補助金交付要綱終了年度開始年度 平成 年度

事業の目的の成果を測る指標

540

144

2,880

4,321

207

1,441

作成者氏名

事
業
の
目
的

対象等（何を、誰を）

H19（予算）H17 H18（予算）

年度

4

3

2

評
価

有効性

達成度

効率性

4必要性

H17
単位

4,157

128

活動指標

81

518

1277指定文化財（市２・県３） 千円

保存、保護補助交付対象件数 件
5

目標
指定文化財の補助交付対象件を指標 5

Ｂ

総合評価

現状を続き実施。但し、改善点として前段記したとおり保存にかかる交付経費については、基準等見直す。

目標

H18（目標）指標設定の考え方
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コード 名               称 名            称コード

０５

０１
１０

一般会計
教育費
社会教育費
文化財保護費

会計
款

単位

０２
項
目

H19（目標）H17

４５－９１１６連絡先
１０１
０１

細目

正規職員     （人）

文化財保存経費藤岡雅之 細々目

H18 H19

1441 1277


